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②

格段に向上した

少しは上達した

③

毎週の休日の練習

月に１～２回

大会の前のみ

茨城県那珂郡東海村No.2

Ⅰ. 基本情報

Ⅲ. 成果・課題

Ⅱ. 活動概要

団体・組織等の連携

URL : https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/93898801_03.pdf

・東海村吹奏楽団に所属している団員を指導者

として招き、技術指導をしていただいた。

･吹奏楽コンクールの前に、専門的な指導を受け

  ることができたことで、生徒の自信につながった。

･パート練習では、専門的な技術指導を、全体

  練習では、指揮者の指示を実現するための具

  体的な方法について生徒に寄り添いながら、

アドバイスをいただいた。

･初心者である１年生には、楽器の取扱い方や

  基本練習の仕方についてご指導いただいた。

主な活動種別

吹奏楽

運営形態（ウ）

地域移行
＜地域文化芸術団体運営型＞

【課題】

・校舎、音楽室の解錠、施錠のため、教員が

部活動の時間に学校にいる必要がある。

・学校外の活動時でも、学校から楽器を運ぶ

必要があるため、校舎の解錠、施錠に教員

が必要である。

・すべてのパートに地域指導者が配置できず、

専門的な指導を受けられないパートがある。

・新型コロナウイルスの感染状況により、計画

の変更、中止を余儀なくされてしまった。

【方針・方向性】

・年度当初に１年生の基本指導をしっかりと

行うことで、高い技術を身に付けさせる。

・東海村吹奏楽団以外の地域人材の確保

及び学校以外の練習場所についての検討

を行う。

運営主体： 東海村吹奏楽団

事業目標： ・顧問の時間外勤務を１割削減

・生徒の技術指導にかかる謝金等の費用負担

活動場所

東海南中学校音楽室 他

鍵、校舎管理の工夫・現状

顧問・副顧問による当番制

参加生徒の基本情報

人数： 東海南中学校 40人

活動日：＜通常＞

火・水・金曜日 ２時間

土・日のいずれか ３時間

＜地域移行＞

土又は日曜日 ３時間

指導者の基本情報

東海村吹奏楽団員  

19名（のべ166名）1,600円/時間

指導者の募集方法

吹奏楽団に依頼
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東海村教育委員会

東海村立東海南中学校

（事務局）
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東海村吹奏楽団

指導者 指導者 指導者

指導、運営上の工夫

見 え て き た 課 題
今 後 に 向 け た 方 針 ・ 方 向 性

【成果】

･生徒が、専門的な指導を受けたり、演奏を聞いたりしたことで、吹奏楽に対する

  興味・関心が高まった。

・生徒は、専門的な技術指導を受けたことで、自分の演奏技術の向上を感じる

とともに、部活動に対する楽しさや居心地のよさを感じることができた。

・顧問の時間外勤務時間の削減につながった。

＜顧問の令和３年度と４年度の時間外勤務平均の推移＞

 顧問Ａ 令和年度 91時間31分 → 令和4年度 70時間34分

 顧問Ｂ（今年度より顧問） 令和4年度 52時間19分

・パート練習の際、生徒が専門的な技術を身

に付けるよう指導者を配置した。

･顧問と指導者が情報共有する場を設定した。

５～６月  楽器の取扱い方・音の出し方

７月～   吹奏楽コンクールに向けた練習

10月～   文化祭に向けた練習

  実態調査（生徒意識調査）

１月～   卒業式に向けた練習

２月～   事業のまとめ、来年度の計画

本事業による成果 ＜生徒意識調査より＞

地域部活動で

得られたもの
技術の向上 地域の方にどのくらい

教えてもらいたいか

東海南中キャラクター

ナンちゅう

活動財源

部活動後援会費

村事業費

村人件費

文化庁事業委託費 26.5万円


